
 2広報ふじ 2016年 9 月20日号

富
士
市
は

こ
と
し
50
歳

　

昭
和
41
年
11
月
1
日
、
吉
原
市
、
富
士
市
、
鷹

岡
町
が
合
併
し
、
新
し
い
富
士
市
が
誕
生
し
て
か

ら
こ
と
し
で
50
年
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
本
市
で
は
、
オ
ー
ル
富
士
市
で
こ
の
記
念

す
べ
き
年
を
お
祝
い
し
よ
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

心
豊
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
明
る
い
未
来
に

向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ま
ち
「
生
涯
青
春
都

市
富
士
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
諸
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
50
周
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
富

士
の
も
と　

夢
を
つ
な
げ
て　

50
年
」の
と
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
先
人
た
ち
の
偉

業
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
を

し
っ
か
り
と
見
据
え
、
輝
か
し
い
未
来
と
す
る
た

め
、
市
民
・
地
域
・
事
業
所
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
の
皆
様
と
と
も
に
富

士
市
の
新
た
な
歩
み
を
し
っ
か
り
と
刻
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、さ
ら
な
る
富
士
市
の
発
展
の
た
め
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

富士市長　小長井　義正

富
士
の
も
と　

夢
を
つ
な
げ
て　

50
年
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富士市議会議長　影山　正直

50年前の富士市は…

特集　市制施行50周年

　
富
士
市
は
、
こ
と
し
の
11
月
1
日
に
市
制
施
行

50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
れ
を
記
念
し
、
富
士
市
が
歩
ん
で

き
た
50
年
を
年
表
と
写
真
で
振
り
返
る
と
と
も
に
、

記
念
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。　9月12日Bから、市公式フェイスブック「フロムふじ」で、「富

士市歴史カウントダウン50」がスタートしました。10月31日
までの50日間、富士市の歩みを紹介する懐かしい写
真を毎日1枚掲載しています。ぜひごらんください。
［URL］http://facebook.com/FujiCity 二次元バーコード▶

昭和41年 平成28年（4月1日現在）

人口 17万3,854人（昭和40年） 25万6,126人

世帯数 3万9,098世帯（昭和40年） 10万2,634世帯
高齢者構成比
（65歳以上） 5.0％（昭和40年） 25.7％

一般会計歳出決算額 40億4,566万円（昭和41年度） 847億931万円（平成26年度）

事業所数（商業） 3,597事業所 2,298事業所（平成26年）

事業所数（工業） 1,107事業所 1,281事業所（平成26年）

総農家数 7,861戸（昭和40年） 1,069戸（平成27年）

小学校の数 20校 27校

自動車保有台数 1万8,413台（昭和42年） 21万4,415台（平成27年）

テレビ受信契約数 3万3,937台 8万2,975台（平成27年度）

新生児に多くつけ
られた名前（男）

1 位　かずひろ 1位　そうた

2位　ひろゆき 2位　はると

3位　よしひろ 3位　かいと

新生児に多くつけ
られた名前（女）

1 位　ひろみ 1位　はな

2位　まゆみ 2位　ゆい

3位　ようこ 3位　さな、みゆ

富士大橋からの町並み（昭和44年）

※昭和41年の数値は、吉原市・富士市・鷹岡町・富士川町の数値を足しています。
※テレビ受信契約数、新生児に多くつけられた名前の昭和41年の集計は、旧富士川町を含まず。

【カウントダウンのお知らせ】

▼▼

　

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
を
、
各
種
事
業
・

行
事
を
通
し
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
お
祝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
こ
の
間
、
着
実
な
伸
展
を
す
る
中
、

旧
富
士
川
町
と
の
合
併
を
経
験
し
、
新
た
な
文
化

も
加
わ
り
、
県
東
部
の
主
要
都
市
と
し
て
揺
る
ぎ

な
い
存
在
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
過
去
と
未
来
を
つ
な
ぐ
今
を
生
き

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
の
た
め
、
今
後
ま
す

ま
す
飛
躍
す
る
富
士
市
を
創
造
す
る
責
任
を
負
っ

て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

富
士
市
議
会
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を

実
感
で
き
る
ま
ち
、
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
に
す

る
た
め
、
確
か
な
歩
み
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

『
軸
足
は
常
に
市
民
に
』
を
肝
に
銘
じ
、
よ
り

親
し
み
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
努
力
す

る
所
存
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

市
制
施
行
50
周
年
を
祝
し
て



 4広報ふじ 2016年 9 月20日号

昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）	

・
富
士
市
民
を
乗
せ
た
全
日
空
機
と
自

衛
隊
機
の
衝
突
事
故
が
、
岩
手
県
雫し

ず
く
い
し石

町
上
空
で
発
生

・
工
業
製
造
品
出
荷
額
等
が
県
内
１
位

と
な
る

・
富
士
川
町
役
場
新
庁
舎
が
完
成

昭
和
47
年
（
１
９
７
２
年
）	

・
商
業
販
売
額
が
１
０
０
０
億
円
を
突

破・「
第
１
回
緑
と
花
の
百
科
展
」
開
催

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）

・
市
民
プ
ー
ル
（
蓼
原
）
が
オ
ー
プ
ン

・「
第
１
回
社
会
福
祉
大
会
」
開
催

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）

・
ヘ
ド
ロ
埋
立
地
を
利
用
し
た
富
士
川

緑
地
が
完
成

・
七
夕
豪
雨
で
市
内
に
被
害

	

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）

・
人
口
20
万
人
を
突
破

・
国
道
１
号
富
士
由
比
バ
イ
パ
ス
全
線

開
通	

昭
和
51
年
（
１
９
７
６
年
）

・
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
富
士

ハ
イ
ツ
」
が
オ
ー
プ
ン

・
市
民
総
お
ど
り
「
富
士
ば
や
し
」
発

表・
ロ
シ
ア
の
軍
艦
デ
ィ
ア
ナ
号
の
い
か

り
が
三
四
軒
屋
沖
の
海
底
か
ら
引
き
揚

げ
ら
れ
る

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）

	

・
	11
月
１
日
、
旧
吉
原
市
・
旧
富
士
市

・
旧
鷹
岡
町
が
合
併
し
て
富
士
市
が
誕

生
。
人
口
16
万
４
９
３
２
人
、
世
帯
数

３
万
７
７
７
６
世
帯

・			

初
代
市
長
に
齊
藤
滋
与
史
氏
当
選

昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）

・
今
泉
沖
田
地
先
で
弥
生
時
代
後
期
の

沖
田
遺
跡
を
発
見	

・
市
章
、
市
民
歌
が
決
ま
る

昭
和
43
年
（
１
９
６
８
年
）

・
東
名
高
速
道
路
富
士
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
設	

・
市
民
の
木
「
ク
ス
ノ
キ
」
、
市
民
の

花
「
バ
ラ
」
が
市
民
の
公
募
に
よ
っ
て

決
ま
る　
　
　
　
　
　

昭
和
44
年
（
１
９
６
９
年
）

・
初
の
市
文
化
財
を
指
定
す
る
（
内な
い
こ
う行

花か
も
ん
き
ょ
う

文
鏡
、五
輪
塔
、神
獣
鏡
な
ど
９
点
）

・
国
鉄
身
延
線
が
西
回
り
に
変
更
、
同

時
に
複
線
化
さ
れ
る

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）	

・
第
２
代
市
長
に
渡
辺
彦
太
郎
氏
当
選

・
４
月
１
日
に
新
市
庁
舎
が
開
庁
。
総

事
業
費
22
億
円
、
10
階
建
て

・
富
士
川
に
工
業
用
水
専
用
の
水
管
橋

が
完
成

・
市
内
初
の
市
営
駐
車
場
（
富
士
駅
前

駐
車
場
）
が
オ
ー
プ
ン

・
都
市
対
抗
野
球
大
会
で
富
士
市
代
表

の
大
昭
和
製
紙
が
２
度
目
の
優
勝

昭
和
41
年
11
月
1
日
、
新
富
士
市
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

年表と写真で振り返る50年のあゆみ
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昭
和
58
年
（
１
９
８
３
年
）

・
市
民
課
窓
口
に
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ

ム
を
導
入

・
富
士
市
民
憲
章
を
制
定

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）

・
第
１
回
「
富
士
市
青
少
年
の
船
」
を

実
施

・
彫
刻
彩
る
「
潤
井
川
大
橋
」
が
完
成

・
市
立
中
央
病
院
が
移
転
オ
ー
プ
ン

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）

・
河
川
に
直
接
貯
留
ダ
ム
を
設
置
し
た

雨
水
調
整
ダ
ム
「
片
倉
雨
水
貯
留
池
」

が
完
成
。
全
国
初
の
形
式

・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
を
宣
言

昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）

・
初
の
「
茶
娘
コ
ン
テ
ス
ト
」
「
ミ
ス

か
ぐ
や
姫
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

・
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
「
環
境
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
稼
動
開
始

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
年
）

・
第
１
回
「
ふ
じ
か
わ
夏
ま
つ
り
」
開

催・
富
士
川
治
水
３
０
０
年
を
記
念
し
て

「
第
１
回
か
り
が
ね
祭
り
」
を
開
催

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）

・
Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線
新
富
士
駅
が
開

業・
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

・
国
道
１
号
（
当
時
）
富
士
川
橋
架
替

工
事
が
ス
ラ
イ
ド
方
式
で
完
成

・
保
健
婦
人
セ
ン
タ
ー
（
現
フ
ィ
ラ
ン

セ
東
館
）
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）

・
入
山
瀬
公
園
に
Ｄ
51
蒸
気
機
関
車
を

設
置	

・
浮
島
工
業
団
地
造
成
工
事
が
完
了

・
蓼
原
大
橋
が
開
通	

昭
和
53
年
（
１
９
７
８
年
）

・
世
界
で
４
番
目
の
二
重
構
造
ブ
リ
ッ

ジ
型
溶
岩
洞
穴
が
厚
原
で
発
見
（
厚
原

風
穴
）

	

昭
和
54
年
（
１
９
７
９
年
）

・
県
立
富
士
高
校
が
甲
子
園
に
初
出
場

・
台
風
20
号
に
よ
り
柏
原
海
岸
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
船
籍
の
大
型
貨
物
船
（
ゲ
ラ

テ
ィ
ッ
ク
号
）
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

昭
和
55
年
（
１
９
８
０
年
）

・
市
内
初
の
大
臣
が
誕
生
。
齊
藤
滋
与

史
氏
が
建
設
大
臣
に
就
任

・
国
道
１
号
沼
津
バ
イ
パ
ス
が
全
面
開

通・
国
道
１
３
９
号（
大
月
線
）を
ま
た
ぐ

西
富
士
道
路
の
架
橋
工
事
が
、
深
夜
、

交
通
を
遮
断
し
て
行
わ
れ
る

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
年
）

・
市
立
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン

・
国
際
障
害
者
年
を
記
念
し
て
「
第
１

回
福
祉
ま
つ
り
」
を
開
催

・
新
通
町
公
園
内
に
「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
公
園
」

が
完
成

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
年
）

・
瑞
林
寺（
松
岡
）の
延
命
地
蔵
菩
薩
座

像
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

・
台
風
10
号
に
よ
り
東
海
道
本
線
下
り

富
士
川
鉄
橋
の
橋
脚
が
流
失

富士のもと  夢をつなげて  50 年

富士文化センター（現富士市交流プラザ）で行われた合併協
定書の調印式（昭和41年10月）

「第１回緑と花の百科展」開催（昭和47年6月）深夜に行われた西富士道路の架橋工事（昭和55年7月）

打ち上げられたゲラティック号（昭和54年10月）富士川鉄橋橋脚流失（昭和57年8月） 西回りに変更となった身延線（昭和44年9月）



 6広報ふじ 2016年 9 月20日号

平
成
6
年
（
１
９
９
４
年
）

・
新
東
名
高
速
道
路
の
測
量
開
始

・
吉
原
市
民
会
館
が
閉
館

・
富
士
市
都
市
景
観
条
例
を
施
行

・
歴
史
民
俗
資
料
館
が
開
館

平
成
7
年
（
１
９
９
５
年
）

・
市
民
プ
ー
ル
閉
園
。
魚
の
つ
か
み
取

り
な
ど
、
さ
よ
な
ら
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

・
市
立
中
央
図
書
館
が
移
転
開
館

・
富
士
駅
南
口
広
場
人
工
地
盤
が
完
成

平
成
8
年
（
１
９
９
６
年
）

・
富
士
マ
リ
ン
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

・
市
制
施
行
30
周
年
記
念
式
典
を
開
催

・
合
併
記
念
公
園
「
広
見
公
園
」
が
開

園平
成
9
年
（
１
９
９
７
年
）

・
地
域
防
災
無
線
シ
ス
テ
ム
が
開
局

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
き
き
ょ
う
が
竣

工
（
五
貫
島
）

・
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設

平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）

・
静
岡
県
富
士
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
竣
工
（
大
淵
）

平
成
11
年
（
１
９
９
９
年
）

・
富
士
山
こ
ど
も
の
国
が
開
園

・
県
道
富
士
裾
野
線
（
今
宮
バ
イ
パ

ス
）
の
一
部
区
間
が
完
成

平
成
12
年
（
２
０
０
０
年
）

・
道
の
駅
「
富
士
川
楽
座
」
オ
ー
プ
ン

・
第
１
回
「
静
岡
県
市
町
村
対
抗
駅
伝

競
走
大
会
」
で
富
士
市
チ
ー
ム
が
初
代

王
者
に

昭
和
64
・
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）

・
中
国
浙せ

っ
こ
う
し
ょ
う

江
省
嘉か

こ
う興

市
と
友
好
都
市

を
提
携

・
第
７
代
市
長
に
鈴
木
清
見
氏
当
選

平
成
2
年
（
１
９
９
０
年
）

・
富
士
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
が

新
装
オ
ー
プ
ン

・
富
士
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ラ
・
ホ
ー
ル
富
士
」
が
完
成

・
東
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
通
水

平
成
3
年
（
１
９
９
１
年
）

・
中
央
公
園
、
竹
採
公
園
が
開
園

・
市
民
総
お
ど
り
新
曲
「
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
サ

ン
バ
」
を
発
表

・
市
立
富
士
体
育
館
が
完
成

・
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
競
技
開
会
。
会
場
の
市
立
富

士
体
育
館
に
皇
太
子
殿
下
が
行
啓

・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
オ
ー
シ
ャ
ン
サ
イ
ド
市
と
姉
妹
都
市

提
携

平
成
4
年
（
１
９
９
２
年
）

・
曽
我
兄
弟
八
百
年
祭
を
開
催

・
富
士
市
の
近
代
製
紙
誕
生
１
０
０
年

を
記
念
し
た
「
紙
の
国
１
０
０
祭
」
を

開
催
。
市
内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ

れ
る

平
成
5
年
（
１
９
９
３
年
）

・
市
立
看
護
専
門
学
校
が
開
校

・
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」
公
開

放
送
。
富
士
総
合
運
動
公
園
に
多
数
の

市
民
が
参
加

・
道
の
駅
「
富
士
」
が
オ
ー
プ
ン

・
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

平
成
13
年
（
２
０
０
１
年
）

・
富
士
地
域
２
市
１
町
で
住
民
票
の
写

し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
相
互
交
付
を

開
始

・
消
防
防
災
庁
舎
が
完
成

・
特
例
市
へ
移
行

・
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
市
立
富
士
体

育
館
で
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
囲
碁
ゲ

ー
ム
静
岡
大
会
」
を
行
幸
啓

・
第
10
代
市
長
に
鈴
木
尚
氏
当
選

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）

・
宇
宙
線
天
文
学
者
の
戸
塚
洋
二
氏
が

名
誉
市
民
第
１
号
に

平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）

・
富
士
西
公
園
が
開
園

・
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
！！
わ
か
ふ
じ
国
体
」
夏
季

（
９
月
）
・
秋
季
大
会
（
10
月
）
開

催
。
競
泳
・
飛
込
競
技
、
少
年
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
を
市
内
で
開
催

平
成
16
年
（
２
０
０
４
年
）

・
富
士
市
民
セ
ン
タ
ー
が
閉
館

・
故
・
い
か
り
や
長
介
氏
の
功
績
を
た

た
え
、
富
士
市
民
感
謝
状
を
贈
呈

・
「
富
士
芸
術
村
」
が
オ
ー
プ
ン

平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）

・
富
士
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
「
お
し
え

て
コ
ー
ル
ふ
じ
」
開
設

・
富
士
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
放
送

「R
adio-f

（
ラ
ジ
オ
エ
フ
）
」
開
局

平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
共
施
設

空
き
情
報
照
会
サ
ー
ビ
ス
と
、
一
部
公

共
施
設
の
利
用
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

紙の国100祭・紙リンピック（平成4年7月）

建設中の富士川楽座（平成12年3月オープン）

NHK巡回ラジオ体操公開放送（平成5年5月）44年ぶりにご来富された天皇・皇后両陛下（平成13年10月） ＦＵＪＩサンバ発表会（平成3年5月）

県内初の道の駅「富士」が誕生（平成5年10月）市民プールさよならイベント（平成7年9月）

年表と写真で振り返る50年のあゆみ
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・
第
１
回
「
富
士
山
百
景
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
」
の
写
真
展
と
表
彰
式
を
開
催

・
「
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０

０
６
」
ド
イ
ツ
大
会
対
ブ
ラ
ジ
ル
戦
の

観
戦
会
を
市
役
所
で
開
催

・
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）

・
休
日
の
窓
口
開
庁
（
毎
月
第
１
日
曜

日
）
を
試
験
的
に
実
施

・
副
市
長
制
が
ス
タ
ー
ト

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

・
富
士
山
観
光
交
流
ビ
ュ
ー
ロ
ー
設
立

・
富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

・
産
業
交
流
展
示
場
「
ふ
じ
さ
ん
め
っ

せ
」
オ
ー
プ
ン	

・
市
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
が
始
ま
る

・
富
士
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

「f

エ
フ
ビ
ズ

-B
iz

」
開
設

・
11
月
1
日
、
旧
富
士
川
町
と
合
併
し

て
新
富
士
市
が
誕
生	

平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）		

・
4
市
2
町
（
富
士
市
・
富
士
宮
市
・

御
殿
場
市
・
裾
野
市
・
小
山
町
・
芝
川

町
）
で
富
士
山
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を

設
置	

・
富
士
山
フ
ロ
ン
ト
工
業
団
地
竣
工
式

・
男
女
共
同
参
画
都
市
を
宣
言

・
富
士
ハ
イ
ツ
閉
館	

・
「
第
24
回
国
民
文
化
祭
し
ず
お
か

２
０
０
９
」
を
富
士
市
で
開
催

平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）

・
県
条
例
で
2
月
23
日
を
「
富
士
山
の

日
」
に
制
定	

・
東
名
高
速
道
路
富
士
川
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

が
フ
ル
イ
ン
タ
ー
と
し
て
供
用
開
始

・
浮
島
ヶ
原
自
然
公
園
が
開
園

平
成
23
年
（
２
０
１
1
年
）

・
「
戦
場
カ
メ
ラ
マ
ン
」
渡わ

た
な
べ
よ
う
い
ち

部
陽
一
氏

に
富
士
市
観
光
親
善
大
使
を
委
嘱

・
３
月
11
日
、
三
陸
沖
を
震
源
と
し
た

国
内
観
測
史
上
最
大
の
地
震
「
東
日
本

大
震
災
」
が
発
生
。
市
内
で
は
震
度
4

を
観
測　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
3
月
15
日
、
静
岡
県
東
部
を
震
源
と

し
た
地
震
が
発
生
。
市
内
の
震
度
は
5

弱
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
、
瓦
の
落
下

な
ど
、
北
部
地
区
を
中
心
に
市
内
で
多

数
の
被
害
が
発
生	

・
富
士
市
立
高
校
（
旧
吉
原
商
業
高

校
）
が
開
校

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

・
新
富
士
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
、
新

東
名
高
速
道
路
開
通
式
典
を
実
施

・「
ウ
ル
ト
ラ
ト
レ
イ
ル
・
マ
ウ
ン
ト

フ
ジ
」
初
開
催	

平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）

・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
岩
手
県
山
田

町
の
災
害
廃
棄
物
（
木
材
チ
ッ
プ
）
を

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却

・
６
月
22
日
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登

録
が
決
定

・
市
北
東
部
で
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
発

生
。
地
元
町
内
会
、
警
察
、
市
職
員
な

ど
５
０
０
人
で
追
い
込
み
を
実
施

・
岩
手
県
雫
石
町
と
友
好
都
市
提
携

・
第
13
代
市
長
に
小
長
井
義
正
氏
当
選

・
全
日
本
大
学
女
子
選
抜
駅
伝
競
走

（
富
士
山
女
子
駅
伝
）
が
初
開
催

平
成
26
年
（
２
０
１
４
年
）

・
「
富
士
山
紙
フ
ェ
ア
」
を
初
開
催

・
市
庁
舎
屋
上
「
ふ
じ
さ
ん
て
ら
す

M
ierula

（
ミ
エ
ル
ラ
）
」
オ
ー
プ
ン

・
富
士
山
世
界
遺
産
登
録
１
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
「
富
士
山
カ
ン
パ
イ
！
」
を

市
内
３
か
所
で
開
催

・
市
民
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
「
青
春
大
賞
」
が

ス
タ
ー
ト

平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）

・
富
士
市
教
育
プ
ラ
ザ
が
オ
ー
プ
ン

・
献
上
茶
謹
製
事
業
と
し
て
、
謹
製
茶

摘
み
式
「
茶
摘
み
の
儀
」
及
び
記
念
式

典
を
開
催
。
６
月
４
日
に
皇
室
へ
献
上

・
「
富
士
山
登
山
ル
ー
ト
３
７
７
６
」

を
設
定	

・
「
富
士
市
・
富
士
宮
市
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
」
の
共
同
運
用
を
開
始

・
市
制
施
行
50
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク

・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
発
表

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）	

		

・
（
仮
称
）
新
々
富
士
川
橋
起
工
式
を

実
施	

・
市
立
老
人
ホ
ー
ム
駿
河
荘
が
閉
所

・
市
立
博
物
館
が
「
富
士
山
か
ぐ
や
姫

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン

・
富
士
山
か
ぐ
や
姫
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

秋
篠
宮
殿
下
・
眞
子
内
親
王
殿
下
が
お

成
り

新東名高速道路開通式典（平成24年4月）年末恒例の大イベントとなった富士山女子駅伝（平成25年12月初開催）

富士市合併記念式典（平成20年11月） 44年ぶりにご来富された天皇・皇后両陛下（平成13年10月）ワールドカップ2006観戦会（平成18年6月）

富
士
の
も
と

夢
を
つ
な
げ
て 

50
年

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
】

【ロゴマーク】
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合
併
前
の
昭
和
41
年
10
月
8
日
、
鷹
岡
町

役
場
に
婚
姻
届
を
出
し
、吉
原
市
民
会
館（
現

吉
原
市
民
ひ
ろ
ば
）
で
結
婚
式
を
挙
げ
ま
し

た
。
身
内
だ
け
で
式
を
行
い
ま
し
た
が
、
と

に
か
く
緊
張
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

夫
婦
で
カ
メ
ラ
好
き
と
い
う
同
じ
趣
味
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
結
婚
50
年
の
記
念
に
旅

行
を
計
画
し
、
写
真
を
撮
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
夫
婦
円
満
の
秘
訣
は
、
常
に
一
緒

で
は
な
く
、
お
互
い
の
時
間
や
異
な
る
趣
味

も
尊
重
す
る
こ
と
で
す
ね
。

　

昭
和
41
年
11
月
13
日
、
富
士
文
化
セ
ン
タ

ー
（
現
富
士
市
交
流
プ
ラ
ザ
）
で
結
婚
式
を

挙
げ
ま
し
た
。
式
場
は
会
議
室
の
よ
う
な
部

屋
で
、
親
戚
な
ど
50
人
く
ら
い
が
集
ま
り
、

神
前
式
で
行
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
の
一

環
で
開
催
さ
れ
た
「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
の

予
選
会
に
参
加
し
た
こ
と
も
よ
い
思
い
出
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
夫
婦
で
好
き
な
歌
を
歌

っ
た
り
、
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し

た
り
し
て
、
元
気
に
過
ご
し
た
い
で
す
ね
。

結婚50周年（金婚式）を迎える
金
かな

山
やま

 重
しげ

治
はる

さん［右］・正
まさ

子
こ

さん
　　　　　　　　　　　　　（蓼原）

　

子
ど
も
が
多
く
て
大
変
だ
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
上
の
子
が
下
の
子
の
面
倒
を
見
て

く
れ
た
り
、
近
所
の
方
が
温
か
い
目
で
子
育

て
を
見
守
っ
て
く
れ
た
り
す
る
の
で
、
楽
し

く
子
育
て
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
は
、
自

分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
ち
、
人
の
た
め
に

行
動
で
き
る
大
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　

一
方
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
環
境

（
公
園
・
道
路
な
ど
）
や
医
療
体
制
が
さ
ら

に
充
実
し
、
よ
り
子
育
て
し
や
す
い
環
境
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

話
：
細
木
久
美
さ
ん
（
母
）

　

私
た
ち
は
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、

協
会
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。
創
立
50
周
年

を
迎
え
、
記
念
誌
や
式
典
の
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
来
年
3
月
に
は
、
3
o
n
3
の
記

念
大
会
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
親
睦
を
深
め
、
こ
れ
ま
で
協

会
を
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
諸
先
輩
方
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

話
：
福
井
良り

ょ
う

一い
ち

さ
ん
（
協
会
会
長
）

　

創
立
前
は
各
部
門
が
個
々
に
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
創
立
後
は
互
い
に
交
流
し
な

が
ら
、充
実
し
た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
平
成
15
年
の「
わ
か
ふ
じ
国
体
」や

平
成
21
年
の「
国
民
文
化
祭
」で
は
、
展
示
発

表
や
特
別
演
奏
、
賞
状
書
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
文
化
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
く
、
全

国
に
誇
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
生
活
に
華

を
持
た
せ
て
く
れ
る
文
化
を
、
皆
さ
ん
に
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
市
全
体
で
盛
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

結婚50周年（金婚式）を迎える
長津 竹

たけ

雄
お

さん［右］・勝
かつ

恵
え

さん
　　　　　　　　　　　（富士見台 4）

子どもの年齢あわせて50歳
細木 愛

あい

里
り

さん・美
み

玖
く

ちゃん・嶺
り ょ う

良くん
［前列］神

か ぐ ら

楽くん・美
み

寿
こと

ちゃん（柚木）

創立50周年を迎える
富士市バスケットボール協会

［写真］吉原ミニバスケットボール教室

創立50周年を迎える富士市文化連盟
副会長（音楽）辻村 典

のり

枝
え

さん［右］

副会長（書道）鈴木 錦
きん

苑
えん

さん

さ
ら
に
、
そ
の
先
へ

　「
50
周
年
」
や
「
50
歳
」
な
ど
、
こ
と
し
「
50
」
に
関
係
す
る

皆
さ
ん
に
、
50
年
の
思
い
出
や
こ
れ
か
ら
の
富
士
市
に
期
待
す
る

こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Interview
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「
富
士
ま
つ
り
」
が
富
士
本
町
通
り
で
開

催
さ
れ
て
い
た
と
き
、
職
場
の
み
ん
な
で
市

民
総
お
ど
り
に
参
加
し
ま
し
た
。当
時
は「
富

士
サ
ン
バ
」が
な
く
、「
富
士
ば
や
し
」
の
踊

り
を
ひ
た
す
ら
練
習
し
ま
し
た
。
職
場
か
ら

渡
さ
れ
た
生
地
を
使
っ
て
、
踊
り
の
衣
装
の

浴
衣
を
つ
く
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

現
在
、医
療
の
現
場
で
働
い
て
い
ま
す
が
、

高
齢
社
会
が
進
む
中
、
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

富
士
東
高
校
5
期
生
36
H
R
は
、
と
て
も

仲
の
よ
い
ク
ラ
ス
で
し
た
。
昼
休
み
に
み
ん

な
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
運
動

会
で
は
ク
ラ
ス
ハ
チ
マ
キ
を
手
づ
く
り
し
た

り
、
船
で
海
水
浴
に
行
っ
た
り
も
し
て
、
と

に
か
く
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
、
携
帯
電
話
は
な
く
、
娯
楽
施
設
な

ど
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
や

決
ま
っ
た
店
で
待
ち
合
わ
せ
、
ク
ラ
ス
の
み

ん
な
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
仲
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
音
楽
教
室
の
講
師
や
演
奏
会

な
ど
の
音
楽
活
動
を
通
し
て
、
富
士
市
が
音

楽
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
り
、
音
楽
で
ま
ち
全

体
を
盛
り
上
げ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

音
楽
は
心
を
豊
か
に
し
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

大
人
ま
で
が
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
身
近
に
音
楽
と
ふ
れ
あ
え
る
場
所
が
ふ

え
、
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
の
音
楽

団
体
を
市
全
体
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く

体
制
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、「
あ

っ
ぱ
れ
富
士
」
な
ど
の
祭
り
に
出
演
し
て
い

ま
す
。私
と
娘
が
踊
り
、息
子
が
フ
ラ
フ（
旗
）

を
振
っ
て
い
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
参
加
で

き
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
よ
さ
こ
い
は
元
気
の
源
で

す
。
体
が
動
く
限
り
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
続
け
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
全
国
規
模

の
よ
さ
こ
い
イ
ベ
ン
ト
が
市
内
で
た
く
さ
ん

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

話
：
青
藤
理
恵
さ
ん
（
母
）

11月1日C　自衛隊音楽隊コンサートin富士　ところ／ロゼシアター
11月5日G・ 6日A　
　　　　　　産業まつり　商工フェア　ところ／中央公園
11月6日A　富士駅伝競走大会　ところ／富士山こどもの国
11月12日G〜12月18日A　
　　　　　　野間コレクション展　ところ／道の駅富士川楽座
11月13日A　田子の浦ポートフェスタ2016　
　　　　　　ところ／田子の浦港中央埠頭
　　　　　　消防まつり　ところ／富士市役所北側駐車場
11月27日A　ふじかわキウイマラソン　ところ／市立富士川体育館ほか
12月2日F・ 3日G

　　　　　　環境エネルギー展・環境フェア　ところ／ふじさんめっせ
12月10日G・11日A

　　　　　　古
こ
谿
けい
荘
そう
庭園特別公開　ところ／古谿荘（岩淵）

※詳しくは、市ウェブサイト（「くらしと市政」トップページ→「市制50
周年」バナー）をごらんください。

問い合わせ／企画課　☎55-2718　553-6669

多くの人に音楽の楽しさを伝える50歳
稲岡 由加里さん（原田）［左］
関 さとみさん（伝法）

50歳を迎える富士東高校 5 期生
［後列］髙橋さん、笠井さん、渡邉さん
［前列］鈴木さん、望月さん、井村さん

50歳を迎える中央病院職員
［後列］鈴木さん、稲垣さん
［前列］岩

いわ

崎
ざき

さん、渡邉さん、藤田さん

母と息子の年齢あわせて50歳
青
せい

藤
とう

 理
り

恵
え

さん［右］・匠
たく

摩
ま

くん（神谷）

問い合わせ／広報広聴課　☎55-2700　551-1456
　　　　　　Akouhou@div.city.fuji.shizuoka.jp

ホ
ー
ム
ル
ー
ム


